
禁煙科学 9巻(2015)-02-P19 

 

【週刊タバコの正体】 

   2015/02 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.30 

(No.414) 第4話 タバコはかっこいい？ 

－ますます人目を避けて喫煙しないといけなくなる... 

 昨年、君たちに答えてもらったタバコに関するアンケートの事を覚えてく

れているでしょうか。その結果によると「タバコを吸うのは、かっこ悪い」

と思う人が５７％もいました。対して「タバコを吸うのは、かっこいい」と

感じている人は５％しかいませんでした。じつは、ある会社が行ったタバコ

に関する意識調査（下図）でも同じような結果になっています。 

 この調査では、自分自身がタバコを吸っていない人で「タバコはかっこい

い」と思っているのが男性で８．０％、女性で５．２％でした。この結果は

君たちの意識とほぼ同じで、ごく少数です。 

(No.415) 第5話 日本のタバコは安い 

－世界の中では「日本のタバコは安い」... 

 日本では、ほとんどのタバコが１箱（２０本入り）４３０円で販売されて

います。この値段を聞いて「安い」と感じる人は少ないはずです。しかし、

一旦ニコチン依存症にかかってしまうと、「高い」と思いながらでもタバコ

を買い続けなければなりません。毎日のように４３０円を払い続けるのは、

タバコを吸わない人や興味のない人にとって「もったいない」と感じるで

しょう。 

 ところで、このタバコの価格の大半は税金だと言うことを知っています

か。下図に示すように税金の割合が６割を超えています。つまり４３０円の

うち２７０円以上も税金を支払っている事になるのです。タバコは「生活必

需品」ではなく、好きな人だけが必要な「嗜好品」という扱いで課税されて

いるのですが、それにしてもその税率が高いのはなぜなのでしょう。  

(No.416) 第6話 タバコの経済損失 

－タバコは、その税収を上回る損失を生んでいる... 

 前回、４３０円のタバコには２７０円の税金が含まれている事を知っても

らいました。一箱あたり２７０円ですが、１年間で約２５００億本も売れて

いるので、その総額は膨大な額になります。  

 左のグラフを見れば毎年、総額２０，０００億円（２兆円）を超える税金

が国や地方自治体の収入となっているのがわかりますよね。こんなに税収が

あれば、世の中の暮らしを良くするために使われているはずです。  

(No.417) 第7話 風味を味わえない 

－ニコチン依存症はおいしい食事も味わえない... 

 タバコには２００種類以上の有害物質と６０種類以上の発ガン物質が含ま

れています。たとえば、“ニコチン”はその代表的な物質ですが、じつは

「毒物及び劇物取締法」とういう法律で“毒物”に指定されているほど、人

体に有害な物質なのです。喫煙者は、そんな物質を毎日数時間おきに吸い込

んでいるのですから、身体にダメージを受けないわけがありません。ところ

が、毎日のダメージの度合いが小さいので本人たちには自覚症状がありませ

ん。その証拠に、タバコを吸うと味と匂いの感じ方、つまり“味覚”と“嗅

覚”が鈍感になっている事も気付いていないはずです。  
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